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〔論文題名 )The four-tra田町田braneprotein IP39 of Euglena forms strands by a trimeric uDit repeat 
(Euglena gracj/isの4回膜貫通タンパク質 IP39は非対称的な三量体を形成し、膜平面内で直列に重合するo ) 












































Tight junctions (TJs)の主要な構成分子であるcJaudinは現在27種類のsubtypeでcJaudinlamiJyを構成し、 TJにお
いて膜平面内で線状に重合(strand形成)して細胞問バリアーを構築する.細胞問バリアーの機能の理解のためには
c J audi 0の立体構造情報に基づ、いたstrand形成原理の解明が必須であるが、その情報は皆無である.近年、 EugJena
graciJisにclaudin類似の膜タンパク質IP39の発現が報告された.Claudinが構造解析に於いて結晶化が困難な高難度
タンパク質であるのに対し、晴乳動物に比べて進化的に古い生物であるEugJenaのIP39は細胞膜内で天然性に結品性を
持つ，そこで膜タンパク質の構造解析に有効な脂質=重層内に結晶を作製する2次元結晶構造解析法をIP39に適用する
ことにより、分解能約IoAのIP39の構造解析データを得た。2次元結品内でIP39は4通りの分子問相互作用様式を示す
分子であり、このmuJti-interactionにより脂質平面内でTJ-strand織に線状重合をすることが明らかになった。本研
究結果は細胞問バリアー形成に必須であるcJaudinの線状の重合様式を示唆するはじめての知見であり、学位に値する
" lものと認める。
